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忘れもの、教えてあげる、ムービーです二

かいせつ
今回の映画化は、絶品と言われる木下脚本

を生かして、朝間義隆監督と松竹大船のはえ

ぬきスタッフが全力で挑戦するものです二

車月間監督は「男はつらいよ」シリーズの脚本

を山田洋次監督と共同執筆しつづけ、「俺たち

の交響楽JI思えば遠くへ来たもんだ」なと守で定

評ある正統派。

主役の大石先生には、若手女優の中でもナ

ンバーワンの演技派、田中裕子。戦前から戦

後にわたる女の半生をど、つ演じるかに、期待が

寄せられていますL

共演には、武田鉄矢、坂田明、友里千賀子、

| フOロタヲショシラノート

・島をあげての映画づくり

今回の映画化にあたっては、地元小豆島の

全面協力を得た。まず、 15.000平方メートルのオ

ープンセット建設敷地は無償てい提供。見物客

の整理やセットの管理を手伝ってくれただけで

なく、あるロケ地ではコンクリートの電柱を5本も

抜いてくれたり、収穫前のトウモロコシ畑まで撮

影スケジュールにあわせて刈り取ってくれたo お

かげてや撮影はことのほかスムーズに進んだ。

・かわいい主役たち

12人の子供たちは東京と小豆島との混成

部隊だったにもかかわらず、旅館で合宿生活を

ひいたことも幸いして、それぞれを役名で呼び

あうほと。の仲良しになったo 毎日の現場移動も、

まるで遠足気分。ときたま、「セミ取りするから、早

しみじみの贈り物

一て i四の瞳

紺野美沙子・川野太郎らの実力派俳優が配

きれるほか、地元、小豆島と東京からオーテヨ

ションで選ばれた子供たちの個性がきらめい

て、作品を盛り上げていますL

撮影は、 86年7月から約10ヶ月かけて行われ、

春夏秋冬の小豆島の美しい景観や瀬戸内海

の表情が描かれます二また、地元の全面的な

協力を得て、内海町田ノ浦地区の広大な敷地

に、昭和初期の分教場、民家などの村落がそ

のまま再現されました。

87年夏、日本映画界にやさしさの旋風が巻

きおこります二

7月11白骨全国松竹系公開グ
特別鑑賞券一般1200円(同Pl~)学生1000円(~~~:r生)小人 800円(;山人)絶賛発売中.ノ


